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知識教育から能力開発教育への転換を目指すGPLATS進 化モデルの提案

～～大手前大学の先駆的役割 と更 なる推進 に向けて～～

芦 原 直 哉

要 旨

社会の大 きく急激な転換 と先が読めない状況において、大学教育は 「学士力」「社会

人基礎力」など知識か ら能力への転換を迫られている。

しかし、一部の大学を除き多 くの大学では旧態依然 とした知識偏重型教育か ら脱して

いるとは言い難い。その様な状況において、大手前大学では他大学に先駆けて独 自のコ

ンピテンシープログラムとしてC-PLATSを 掲げて取 り組み高い評価を得てきた。 しか し、

産業構造の大 きな変革により社会が求める人材の質とレベルが急速に変化 してきてお り、

プログラムの更なる進化が求められている。

本稿は大手前大学のC-PLATSの 課題を分析 し、今後更なる発展 ・浸透をはかるための

指針 と具体的取 り組みとして①C-PLATSの 体系化、②本格的OCDの 構築、③ コンピテ

ンシーFD分 科会の設置、④全教科への導入の4つ を提言するものである。

キ ー ワ ー ド 生 涯 教 育 、C-PLATS、 学 士 力 、 社 会 人 基 礎 力 、 リベ ラ ル ア ー ツ、 コ ン ピ テ

ンシ ー 、LearningOrganization

1.日 本衰退 と大学教育

日本は終戦後の焦土か ら目覚 ましい経済発展 を行い、2000年 には一人当た りGDP世

界第3位 を誇った。 しか し、10年 間で大きくその地位は低下 し今や同23位 に甘んじてい

る。今後 も台湾に抜かれるのは時間の問題であり、韓国にもキャッチアップされるであ

ろう。 日本は急速な経済発展 と同様かそれ以上のスピー ドで衰退化へ進んでいるのであ

る。

日本衰退の原因については国家ビジョンの欠如、リーダーシップの欠如、ベ ンチャー
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育成の弱 さ、高コス ト構造、少子化等々が挙げられるが、その根本原因は全て 「人」で

ある。豊かになった日本人は大志を失い、安寧を貧 り、 日本人の美徳 とされた 「勤勉 ・

努力」の気質が失われたことによる。この責任の一端は日本の戦後教育にあることは明

白である。

● 戦後の高等教育システム

戦前の高等教育は旧制高校 と帝国大学及び私立大学が担っていた。全寮制の旧制高等

学校はリバ ラルアーツ教育であ り大学でどのような専門分野に進もうともその分野 を極

めることができる幅広い教養 と能力を養成 し、大学進学後は専門分野を研究するという

米国の リベラルアーツカレッジと大学院と類似の教育システムであった。しか し、戦後

はこの旧制高校の復活はGHQに より認め られなかった。 日本人の高い教養 と知的能力

及び強い精神構造を創 りだ した旧制高校の教育システムの復活は米国にとっては脅威

だったのではないかと考えられる。

新制大学では二年間の教養課程と二年間の専門課程とい うシステムとなった。米国で

はリベラルアーツカレッジで4年 間に幅広い知識基盤と知的能力を習得 し大学院で専門

分野を研究す るが、 日本は大学院への進学率が少なく大学が最終の学歴 となっている。

この戦後の高等教育 システムは高い教養 を身に着けることもな く、専門性 を習得するこ

とも難 しい中途半端なものであった。同時に人口の急増に対応するため多 くの大学が認

可 ・新設 され、卒業生の質の保障もなく粗製乱造 ぎみに多 くの学士を社会に送 りこむこ

ととなった。

これは産業界か らの強いニーズが背景にあったことも事実である。戦後の復興から

1970年 台前半までの高度経済成長時代を支える大量の人材が必要とされ、その後の安定

成長期において も常に人材不足が続いた。企業はまず新入社員数を確保することが成長

のためのクリティカルパス とな り、質 よりもまず数を確保することが命題であった。新

入社員数を確保 して入社後に企業内で教育する人材戦略において、企業が高等教育機関

に求めるのは質ではな く量であ り、大学教育には多 くの期待 をしていなかった。これは

戦後の 日本の雇用システムの大 きな特徴の一つである終身雇用 システムがベース となっ

ていた。 日本の高等教育機関はこの経済界の人材確保の強いニーズに甘んじ、教育の質

を高める努力を怠ってきたといわざるを得 ない。

その後、初中等教育における 「ゆ とり教育」が 日本の教育の質 ・量 ともに低下させ、

大学教育にも大 きな影響 を及ぼ している。 このゆとり教育 と少子化による大学のユニ

バーサル化 と相まって大学生の質が更に低下 しているのである。また、この間産業界の

環境が大 きく変化 し、大学卒業者に対するニーズが大きく変わって きた。しか し、多 く

の大学が これまで と何 ら変わらぬ教育を続けて きているのが現状である。

米国でも戦後多 くの大学が設立され進学率が高まった。1960年 台にはユニバーサル化
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が始まり希望すれば誰で もが大学に入学できるようになったが、卒業するのは容易では

なく入学者に対する卒業率は50%前 後である。これにより卒業生の質の保証がなされて

きたのである。

● 卒業生の質の低下 と人材市場

産業界 はこのゆとり世代が高校 ・大学を出る時期 に呼応す るように日本人学生の採用

を控えている。これは人材需要が減少 しているわけではなく、人材ニーズと日本の教育

の方向性が大 きくかい離する方向へ向かったか らである。

日本の産業構造は資源 を輸入 して製造 し輸出す るというモノづ くりのモデルか ら

R&Dと サービス(対 グローバルマーケッ ト)へ の特化へ と変化 し、製造は発展途上国

へ とシフ トした。更にR&Dや サービスも海外 にシフ トする傾向が強 くなってきている。

昨今ではその開発拠点さえもイン ドや中国に移転する傾向が強まり、一一方の川下の流通

サー ビス業においてもユニクロやコンビニエ ンスス トアなどが国内市場か ら海外市場に

シフ トしている。

このような産業構造の変化 により企業が求める人材は量から質に大 きく転換 してきた。

企業が求めるのはR&D人 材 として高い専門技術や発想力を持 った人材 と高い知識 と知

的能力 を備 え英語 コミュニケーションカが高 く世界で活躍できる人材である。 日本のゆ

とり世代の学力低下はこの企業の人材ニーズを満たすことができていない。そのため企

業は海外 に人材を求めざるを得ない状況となっているのが現状である。

このように、現在の大学生の就職難の状況は新卒採用市場の需要 と供給の完全な ミス

マ ッチによるものであ り、一時的な景気悪化によるものではない。従って、今後景気が

上向いても企業ニーズを満たす人材が少ない状況が変わらなければ、この雇用の ミス

マ ッチ状況に変化はなく新卒雇用状況が改善することはないであろう。

● 大学教育改革の必要性

このような大 きな産業構造変革下において、 日本の教育機関は早急に社会が求める人

材育成をはかるべ く改革 しなければその社会的責任 を果たすことはで きないであろう。

ようや く 「ゆとり教育」の誤 りが指摘 され、初等教育は見直 されつつある。 しかし、高

等教育機関ではその見直 しは緒に就いたばか りである。大学など高等教育機関も早急に

これまでの教育を改革 し社会が求める人材を育成 しなければその存在価値は大 きく低下

しそのレーゾンデー トルを失 うであろう。

2.社 会が求める人材像

社会が求める人材 は多様ではあるが、どのような業種や職種 においても共通す るもの

がある。それは一言でいえば 「問題解決力」である。
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ビジネスでもプライベー トにおいても人間は毎 日朝か ら晩 まで問題を解決 して生 きて

いる。社会に存在できるのは日々問題を解決 しているか らである。特にビジネス社会に

おいては、ビジネスニソリューションであるといわれ、問題 を解決する能力が求められ

る。

問題解決は知識だけでで きるものではないことは明らかである。知識基盤が必要であ

ることは当然であるが、知識をネ ットワーク化 ・構造化 し、集団をリー ドして物事 を成

し遂げる能力が必要である。そして、単なる知識が能力 と合体 した時に智になるのであ

る。

それでは、智だけで問題解決がで きるであろうか。問題解決は理性だけで解決できる

ものではない。理性 と対極にある感情 も大 きな要素である。それに加えて自己の確固た

る信念や理念といった意志がなければ問題 に押 しつぶされてしまう。

このように考えると社会が求める人材像 は人格形成の三つの要素 といわれる智 ・情 ・

意のバランスが取れた人材であると定義づけで きる。この智 ・情 ・意については渋沢栄

一も 「知恵と情愛 と意志の三者があってこそ人間社会の活動 もでき、物に接触 して効能
1)

を現 してゆけるものである。」 と述べている。最近ではあまり使われな くなった言葉で

はあるが、これは戦後の知識偏重社会において情や意志は相対的に価値が小さくなった

ことによると考えられる。 しか し、社会がグローバル化 し複雑化 した現在、再度この

智 ・情 ・意のバランスが求められているのである。

● 智(lntelligence)

前述の とお り、智 は知識(Knowledge)と 能力(Competency)の 二つの要素か らな

る。知識 とは単に 「知 っていること」であ り、他者や書物(過 去の人物)等 か ら得た情

報等である。これまでの 日本の教育はこの知識教育を偏重 してきた。

これに対 して能力 とは 「実際に物事ができる力量」である。知識があっても実際にそ

れを行動 レベルでできなければ能力があるとは言えない。例えば、サ ッカーで正 しいパ

スの仕方を教えられると知識 として理解はできるが、実際に正 しいパスができる能力を

習得 したとは言えない。正 しいパスがで きる能力は練習や試合 などで何度も繰 り返 し

行って習得できる。 このように、能力 というのは知識を実践で経験 して初めて習得でき

るのである。

社会では知識があるだけでは高い評価 を受けることはない。知識を使って実際に問題

を解決 してい く能力が求め られる。例えば、英語や技術の知識があるだけではなく、そ

れらを使って実際に多様な文化の人々とコミュニケーションやネゴシエーションを行い、

双方の問題を解決 して目的や 目標 を達成する能力が求め られているのである。

1)論 語 と算盤
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大学はこれまでの知識偏重 を排 し知識をネットワーク化 ・構造化 して、実際に使 える

智 とする能力の開発への改革 を早急に行わなければな らない。

●r青(Passion)

人間は智という理性で全ての問題を解決することはで きない。感情が人を動かすもう
2)

一一つ の大 き なパ ワ ー で あ る
。 い わ ゆ る ア リ ス トテ レス が 言 う と こ ろ の 「パ トス」 が 必 要

ヨラ

である。理性だけで社会を動かそうとすると 「角が立つ」 ことになる。む しろ 「情」の

パワーが理性を圧倒することも多い。

産業界 においても成果主義が持て唾 され導入 した企業 も多かったが、逆に業績が落ち

る結果とな り導入 した企業の多 くが見直 しを迫 られている。人間は感情の動物であり、

理性だけでは動かないのである。

このように、問題解決にはイノベーシ ョンと同時にモチベーシ ョンが必要である。

従って、社会をリー ドする人間には豊かな感性 ・感受性を備 え他者の気持ちを理解で き、

しか も情 に流されることもな く理性 とのバランスを保つことが求め られるのである。

● 意(Will)

智 と情のバランスを取 りながら目標 を貫徹させるのが 「意志」である。そ して強い意

志を支えるものは強い理念である。理念 とは人生の目的 と価値観である。何のために自

分はこの世の中に存在するのかというレーゾンデー トルをしっか りと持ち、人生で大切

だ と思 う価値のプライオリティを明確にしている人間に強い意志が生 まれる。

青年が大志を抱かなくなった国家や組織は必ず弱体化する。日本の衰退は青年が大志

を抱かな くなったことが一つの大 きな要因である。例えば、 日本の学生は米国に比べて

大企業就職希望が強 くベ ンチャーを創業する者は少ない。 これは寄 らば大樹の考えが強

く大志 を抱 く学生が少なくなっていることの表れである。米国はフロンティアスピリッ

ツが強く、シリコンバ レーでは多 くの若い経営者によるベ ンチャーが次か ら次へ と生み

出され、新 しい産業をリー ドしている。

大学は、学問だけではなく強い意志 を持つ人材 を育成することが求められる。 しか し、

この意志の力の養成は容易ではない。札幌農学校のクラーク博士が 「青年よ、大志 を抱

け」 という建学の精神を残 し、翌年入学した新渡戸稲造や内村鑑三 らがこの精神 を受け

継いで日本を代表する人材 として世界的に活躍 したが、現代の教育において大志やフロ

ンティアスピリッツが叫ばれることは少ないと感 じられる。

2)弁 論術

3)草 枕か ら引用
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3.行 政 の取組

社会が求める人材養成については遅ればせなが ら行政 もここ数年動 き始めて きている。

経済産業省は 「社会人基礎力」、文部科学省は 「学士力」「就業力」などの概念を発表し

その養成のための事業を行っている。その基本的考え方はやは り知識偏重教育から能力

開発への転換である。

● 社会人基礎力(経 済産業省)

経済産業省は2006年 か ら 「社会人基礎力」を提唱し、その開発のための事業を推進し

ている。同省は社会人基礎力を 「職場や地域社会の中で多様な人々とともに仕事を行 っ

てい く上で必要な基礎的な能力」と定義 している。そして次の三つの能力 と12の 能力要

素であるとしている。

→ 前に踏み出す力(ア クシ ョン)

》 主体性

》 働 きかけ力

》 実行力

→ 考え抜 く力(シ ンキング)

》 課題発見力

》 計画力

》 創造力

→ チームで働 く力(チ ームワーク)

》 発信力

〈3つの能力/12の 能力要素〉

前に踏み出すカ(アクション)考 え抜く力(シンキング)
～一歩 前に踏 み出 し、失敗 しても粘 り強 く取 り組む力～

囮
物事に進んで取り組む力

1働きかけ力1
他人に働きかけ巻き込む力

圃
目的を設定し確実に行動する力

～疑 問を持 ち、考え抜 く力～

圃 畿 ∴:∴囮
新しい価値を生み出す力

チームで働 く力(チ ームワーク)

"僧

～多様な人々とともに、目的に向けて協力する力～

発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力

[傾 聴力]相 手の意見を丁寧に聞く力

[柔 軟性]意 見の違いや立場の違いを理解する力

1情況把握力1自 分と周囲の人 や々物事との関係性を理解する力

[規 律性]社 会のルールや人との約束を守る力

1ストレスコントロールカ1ス トレスの発生源に対応す る力

Figure1社 会人 基礎 力
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》 傾聴力

》 柔軟性

》 状況把握力

〉 規律性

》 ス トレスコン トロール

この社会人基礎力のコンセプ トはFigure1に も示 されているように二つの個人能力

(アクションとシンキング)を ベースとして集団のチームワークカを高めることによっ

て 「職場や地域社会の中で多様 な人々とともに仕事 を行ってい く」能力 を持った人材の

育成である。要約すると、「集団の中でその一員 としての責任 と義務 を果たすことがで

きる人材」といえよう。

社会人基礎力は問題解決のための要素が入っているが、 リーダーとしての能力である

リーダーシップや意思決定力(決 断力)な どは入っていない。これはフォロワーとして

の新入社員を想定しているためだと考えられるが、企業は新入社員に対 して もリーダー

シップを求めてお り入れてお くべ き重要な能力が抜け落ちていると言わざるを得ない。

また、問題発見力はあるが問題解決力への言及がないのが残念である。

● 学士力(文 部科学省)

文部科学省においては2008年 に中央教育審議会による「学士課程教育の構築について」

の答申で、国として、学士課程で育成する 「21世紀型市民」の内容(日 本の大学が授与

する 「学士」が保証する能力の内容)に 関する参考指針 として 「学士力」が示 された。

学士力は学士課程教育の再構築を行い、学習成果を 「何を教 えるか」から 「何ができる

ようになるか」への変換を目指す ものである。学士力は職業人だけではな く大学 を卒業

した人が備 えてお くべ き一般的な能力である。

この学士力の体系 は 「知識 ・理解」「汎用的技能」「態度 ・志向性」の三つからなり、

それ らの統合的な能力 として課題解決力 を位置付けている。

この学士力の体系 は 「社会人基礎力」に比べて大学卒業生が必要 とする能力を体系的

に網羅 している。最も評価できるのは統合的な能力 として課題解決能力を掲げているこ

とである。社会が求める人材 を問題(課 題)解 決力としていることは的確であり高 く評

価で きる。

問題点として強いてあげるとすると、汎用的技能の問題解決力 と統合的な学習経験と

創造的思考力における課題解決力が重複している点、及び行動力に関するものが少なく

能力については思考力に偏重がみ られる点であろう。後者については経済産業省の 「社

会人基礎力」が仕事を行 う能力の観点であ り行動力が大 きな能力 として位置付けられて

いるのに対 し、文部科学省の 「学士力」は知識偏重か ら能力 とのバランスへの変換 を目

指 してお り、行動については態度 ・志向性において集団の中で自分を律する行動が中心

7



大手前大学論集 第11号(2010)

1■ ■■ ■■一 ■一

・ 窩量藤 聾≡醇 鵠 劔
一 一 一

匡一屈 晒 髭 匹

これ まで に獲得 した知識 ・技 能 ・態度等 を総合 的に活用 し、 自 らが

立てた新 たな課 題にそれ らを適用 し、その課題 を解 決す る能力

1.知 識 ・理 解 2.汎 用 的技 能 3.態 度 ・志 向性

・多文化 ・異文化に関す る知

識の理解
人類の文化、社会 と自然に

関する知識の理解

・コ ミュニ ケー シ ョン ・ス キ

ル
・数量 的スキ ル

・情報 リテ ラシー

・論理 的思考力

・問題解 決力

・自己管理力

・チー ム ワー ク、 リー ダー シ

ップ
・倫理 観

・市民 として の社 会的責任

・生涯 学習力

Figure2学 士 力

となっている。

更に、文部科学省は2010年 度か ら 「就業力育成支援事業」 を開始 した。就業力の明確
の

な定義やその体系は示 されていないが、文部科学白書2009及 び支援事業の募集要項によ

ると、「就業力」 とは 「学生の社会的 ・職業的"自 立"能 力」であると示されている。

従 って、就業力は善 き市民 としての一般的な能力開発である学士力 とは異なりどちらか

というと経済産業省の社会人基礎力に近いもの と考えられる。

これ らの行政が大学に求める 「養成すべ き人材」について明確 にいえることは、職業

訓練や職業に直接結びつ く知識 を教え込むことを求めているわけではないということで

ある。社会人としてどのような分野の業種や職種に就こうとも問題を解決し対応できる

能力を備える人材の育成を求めているのである。

全ての学問はその学問領域における問題 を一つひとつ解決 して真理を追求するプロセ

スであり、実は社会人としての問題解決プロセスと同 じである。学問の領域と異なるの

は、社会においては問題 を集団で解決することであ り、コミュニケーションやチーム

ワーク等がより重要 となる点である。従って、学問のプロセスを通 じて社会人 としての

基礎能力を習得させることができるはずである。その為には全ての専門科 目においてこ

れまでの知識偏重型教育か らディスカッション等を通した問題解決型授業への転換が求

められるのである。

4.社 会 が求める人材像 とリベラルアーツ

智 ・情 ・意のバランスの とれた人間の養成、特に智における知識から能力開発への行

政の動 きを考察 したが、この人材像はリベラルアーッ教育の目指す ところと同じである。

4)文 部科 学白書2009P195
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米 語 の 辞 書 に よ る と 、 リ ベ ラ ル ア ー ツ と は"theareasoflearningwhichdevelopsome-

one'sabilitytothinkandincreasetheirgeneralknowledge,ratherthandevelopingtechni一

ら　

calskills"と ある。つ まり、思考能力の開発 と一一般的な知識 を増加 させる教育である。

日本では、リベラルアーツを単なる教養(知 識)と 理解 して社会人基礎力の対極 にある

ものと考 えられる傾向があるがそれは誤 りである。戦前の旧制高校や米国のリベ ラル

アーツカレッジの卒業者は単 に教養があるだけではなく社会のリーダーとして困難な問

題を解決していくことができる高い能力が備わり、その多 くが社会のリーダーとして活

躍 してきた。

米国型 リベラルアーツ大学のルーッはヨーロッパか ら新大陸に渡った清教徒が植民地

開発のリーダーを養成するために設立 されたものである。当時のリーダーである聖職者

や官吏 を養成する必要性から生まれたものであった。従って、単なる知識としての教養

ではなくリーダーとしての能力の養成が求め られたと推測 される。

同様に、 日本の旧制高校 も全寮制で幅広い知識 を学ぶ と同時に、哲学を論 じるなかで

次代の リーダー としての資質が養われていった。そして良い悪いは別 として彼 らが戦

前 ・戦後のリーダーとなって 日本 を導いたのである。GHQが 旧制高校の復活 に反対 し

たのは、日本の強いリーダーシップの復活に恐れをいだいたからであろう。

この ような観点でみると、企業が求める人材 を養成するには単に職業訓練的なカリ

キュラムによって社会人 としての知識や技能を伝授するのではなく、今 こそ幅広い知識

基盤 とその知識をネッ トワーク化 ・構造化 し問題 を解決 してい くリーダー リベ ラルアー

ツ型の教育が必要であるといえる。

5.大 学の取組

これらの行政からの大学卒業生のレディネスの要請に対 し、各大学は試行錯誤 しなが

ら取組 を始めている。 しかし、就職のための技巧である面接訓練や ビジネスマナーなど

を教える講座を設けるなどその本質からほど遠い対応に終始 しているケース もある。ま

た、多 くの大学は行政が行 う事業に促 される形で取組みを開始しているが、大学の改革

まで行 うところは数少ないのが現状である。

● 行政の事業への参加

経済産業省は社会人基礎力 グランプリを毎年実施している。全国6か 所で予選が行わ
　ラ

れ多 くの大学が参加 ・発表 している。一方の文部科学省は就業力育成支援事業のGP

5)Longman参 照

6)2011年11月 の事 業 仕訳 で廃 止 が 決定 され て い る
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(GoodPractice)を 選定 し補助金 を出している。22年 度の就業力育成事業では441校 の

応募があ り180校が採択 されている。

これ らの省庁の取組 は、大学に知識偏重の教育から知識 と能力開発のバランスを促す

ものであるが、多 くの大学が本格的な大学改革を行 うには至ってお らず、単品プロジェ

クトとして実施されている。

● 抜本的改革への取組

大学が最初に取 り組 まなければならないのは社会人基礎力や学士力 ・就業力について

の大学 としてのコンセプ ト体系 を構築 し、到達 目標、クライテリア、教育手法やツール

等 を開発することである。そのコンセプ トワークによって初めて知識偏重から能力開発

への大 きな大学改革の全体像が構築されるのである。その全体 フレームの中における施

策としてグランプリやGPに 応募するのが本来のあるべ き姿であろう。 しか し、多 くの

大学においては、 目先のグランプリやGP申 請による補助金獲得に追われて全体像を構

築する余裕がないのが現実である。

● 大手前大学における先駆的な取組

大手前大学では、2007年 から抜本的な大学改革に取 り組んできている。まず、大学を

それまでの学部制からリベラルアーツカレッジに変革し、学生が幅広い知識基盤を構築

できるように3学 部 クロスオーバーシステムを導入 した。これにより学生はどの学部に

入学 しようとも全ての授業を履修することがで きるようになった。加えて、メジャー制

度、ユニット自由選択制度、GPA制 度などを導入 してリベラルアーツカレッジの基盤を

構築 した。

一方、能力開発においては他大学に先駆けて2008年 度か ら6つ の能力 を開発すること

を明示 したC-PLATSを 導入し、知識偏重型教育か ら能力開発型への転換をはかる試みが

実施 された。C-PLATSはCreativity,Presentation,LogicalThinking、ArtisticSense,

Teamwork、Self-controlの6つ のコンピテ ンシーを社会人基礎力の基本能力 と定め、学

生がそれぞれの能力の達成 レベルを自己評価するシステムである。プロジェク トチーム

により自己評価システムの達成グレー ドを示すOCD(OtemaeCompetencyDictionary)

が開発され初年次教育であるフレッシュマンセ ミナーと2年 次のセ ミナー型必修科 目で

ある基礎演習に取 り入れられ成果を出しつつある。

本取組の成果は大学付属の研究所であるCell教育研究所が学会で発表 し、関係者から

は大 きな反響と強い関心が寄せられている。まさにC-PLATSは 各大学の能力開発プログ

ラム導入の先駆的役割 を果たしてきた といえる。
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6.C-PLATSの 現 状 と課題

これまで先駆的な役割を果た してきたC-PLATSで あるが、今後全授業への浸透 ・授業

改善のためにはリベラルアーツカレッジとしての位置付けや建学の精神であるStudyfor

Lifeとの関係の明確化 をはじめとして改革 しなければならない課題も多い。

そのためには中途半端 な改革を実施するのではな く抜本的な見直 しを行い、全体 フ

レームを明確にするとともに今後はC-PLATSが 常に進化 ・発展 し続ける組織(組 織が学

習 し続ける組織=LearningOrganization)を 構築していくことが必要である。

C-PLATSを 更に進化 ・発展 させるために求め られる課題 として以下の4項 目が挙げ ら

れる。

●C-PLATSコ ンセプ トの明確化と浸透

● 本格的コンピテンシーディクショナリーの構築

● 能力開発メソッド開発をし続けるLearningOrganizationの 構築

● 必修演習科 目から専門科 目等への拡大

これらの施策が必要であると認識するに至った現状についての分析は以下のとお りで

ある。

●C-PLATSコ ンセプ トの明確化 と浸透

学習 し続ける組織構築には目的 ・ビジ ョン ・価値観の共有が大前提 となる。現状では

C-PLATSに 対 して認識はあるものの、未だ全教員がそれ らを理解 し協働 して研究開発 し

相互に啓発するという状態ではない。その原因はC-PLATSの トータルコンセプ トや6つ

のコンピテンシーのそれぞれの概念及び相互関係等を体系的に明示されていないことに

起因すると考えられる。その結果、 コンピテンシーの概念が全教員に統一的に理解 され

ず、進化 を阻んでいると推測 される。

課題解決の方向性 はC-PLATSに よって要請 される人材像 を明確にし、 なぜ コミュニ

ケーションが必要なのか、なぜ ロジカルシンキングが必要なのか といったコンセンサス

を共有するコンセプ トワークを構築することである。

また、学士力や社会人基礎力において掲げられている分析力、行動力、リーダーシッ

プなど重要な能力がC-PLATSに は入っていない。この際にコンピテンシー体系を再構築

することが急務である。

● 本格的コンピテンシーディクショナ リーの構築

コンピテンシーの定義、開発の 目的、目標、教育メソッド、到達 レベル、評価基準な

どを明確に示 した ものを構築することが必要である。現在、OCDを 作成 してはいるが、

これは学生が自己能力の到達 レベルを自己評価するためのものであり、教員や第三者が

評価するためのものではない。教員が全ての授業にC-PLATSを 容易に導入することがで
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き、更には第三者が学生を評価する場合にも利用できる多面的なコンピテンシーディク

ショナリーの作成が大 きな課題である。

● 能力開発メソッド開発を し続けるLearningOrganizationの 構築

C-PLATS導 入は華々しいものであったが、継続 してコンピテンシーを開発し続けるた

めの組織体制を専 門の研究機関(プ ロジェク トチームやCell経営研究所)に 依存 したた

め、教員全体でコンピテンシーを開発 し続ける組織づ くりが整備 されていない。これが、

C-PLATSの 導入を1、2年 次の必修科 目のみに留めている大 きな要因である。能力開発

型の授業は一朝一夕にできるものではなく、教員一人ひとりが教育現場で試行錯誤 して

成功や失敗の事例を積 み上げて初めて進化 してい くものである。これこそがLearning

Organizationの 組織体制というものである。

● 必修演習科 目から専門科 目等への拡大

前述のとお り、C-PLATSは 未だ1、2年 次の必修科 目のみで導入されてお り、専門科

目への導入は進んでいない。導入手法 として必修科 目を中心 としたのは良い手法である

が、本格的な全学導入の手法を開発 し全ての専門科 目に導入するという第二段階に早期

に移行することが喫緊の課題である。

能力開発型授業で有名な米国のアルバーノ大学では能力開発の為の特別な授業はな く

全ての授業において能力開発型の教育メソッ ドを取 り入れて成功 している。大手前大学

においても、早期に全専門科 目に導入することが求められている。

7.C-PLATSの 更なる浸透 ・発展のための進化モデル提言

C-PLATSの 現状 と課題 を踏まえて、これらの課題を解決 し更なる発展 ・浸透させるた

めの進化モデルを以下に提言する。

進化モデルは問題解決力 を基本 コンセプ トとし、その中心的教育 メソッ ドはPBL

(Problembasedlearning)で ある。問題解決力こそが社会人に求め られる基本的能力で

あ り、問題解決のためには多 くのサブ ・コンピテンシーがバ ランスよく求められるので

ある。PBLメ ソッドはこれらのサブ ・コンピテンシーの開発を促進し、問題解決能力 を

高めるものである。C-PLATS進 化モデル導入 にはコンセプ トの再構築、教育メソッドの

共有及び教育メソッド開発組織体制などの基盤整備が前提となり、その後にPBLメ ソッ

ドを導入するという以下の導入プロセスが必要 となる。

・

・

・

・

建学の精神 、教育方針、能力開発の全体像の構築

C-PLATS体 系の再構築

本格的OCDの 構築 と教育メソッドの共有

コンピテンシー別FDに よるOCD開 発
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●PBLメ ソッドの導入 と展開

● セミナー型必修科 目への導入

● 専門科 目(全 科 目)へ の展開

このC-PLATS進 化モデルの導入 ・定着は米国のアルバーノ大学のように高等教育にお

ける知識か ら能力開発への画期的な教育改革 として他大学のベンチマークとなるであろ

う。以下にその具体的な導入 について導入プロセスの順を追って説明する。

● 建学の精神、教育方針、能力開発の全体像の構築

最初に取 り組むべきことは建学の理念、大学の教育方針 と能力開発プログラムである

C-PLATSの 全体像を示すことである。これまで リベラルアーッカレッジとしての教育方

針及び種々の制度 とC-PLATSの 位置付けが明 白ではな く、更 には建学の精神である

StudyforLifeと の関係 も明示 されていなかった。

前述の通 り、C-PLATSは メジャー制や3学 部クロスオーバーなどのリベラルアーツ教

育システムと同様の重要なシステムを担 っている。む しろ、 リベラルアーッ教育の根幹

と言っても過言ではない。そして教育メソッドとして問題解決型教育であるPBLとPBL

を通 じた自己開発型学習であるSDLに よって、生涯学び続ける生涯学習へ と繋がるので

あ り、その体系 を示 したのがFigure3で ある。この体系 は全ての教育体系が建学の精神

を貫 くためにあることを示す ものである。

Figure3大 手前 大学教 育 コ ンセプ ト体 系(案)

●C-PLATSの 体系の再構築

次に実施すべ きはC-PLATSに よって養成される人材像 とその備 えるべ き能力の基本コ

ンセプ トを明確にし、その体系 を再構築することである。このC-PLATSの 基本 コンセプ

トを前述 した社会が求める人材像である 「問題解決力」 とし、問題解決の為のサブ ・コ

ンピテンシー としてC-PLATSを 体系的に再構築することを提案する。
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Figure4コ ン ピ テ ン シ ー 体 系

大学が養成する人材像 を 「社会において問題を解決しビジョン(目 標)を 達成するこ

とができる人材」 と定義することによりC-PLATSの 基本コンセプ トが明確 となりどのよ

うな人材を育てるかという組織の共通 目的が全学で共有されることになる。更にはこの

基本コンセプ トによってサブ ・コンピテンシーのコンセプ ト、位置付け及び相互関係が

明確 にな りC-PLATSの 全体像が明確になる。

本提案について、①C-PLATSコ ンセプ トの決定、②サブ ・コンピテンシーの選定、③

サブ ・コンピテ ンシーの定義、④サブ ・コンピテンシーの位置付 けの4つ のプロセスに

ついて詳説する。

①C-PLATSコ ンセプ トニ 「Problem-Solving二 問題解決力」 とする。

問題解決 には知識基盤 とその知識 をネットワーク化 ・構造化 して実際に分析 し、

目標をたてて解決案を創造 し、決断し、計画 し、行動 して目標を達成する能力が必

要 とされる。

② サブ ・コンピテンシーの選定

次にC-PLATSの コンセプ トである 「問題解決力」に基づ き、その問題を解決する

ために必要 とされるサブ ・コンピテンシーの選定を行 う。問題解決のために必要な

能力をモレなく列挙するためには問題解決のプロセスを分解 して考察することが必

要 となる。

その前に 「問題」とは何かとい う定義を明確にしておかなければならない。問題

とは 「あるべ き状態と現状 とのギャップ」である。従って 「問題解決」とは 「現状
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Figure5コ ン ピ テ ン シ ー ・マ トリ ク ス

を あ るべ き状 態 にす る こ と」 で あ る と定 義 す る こ とが で き る。 そ して 、 問題 解 決 に

お け る 目標 とは 「あ るべ き状 態 」 で あ る と定 義 で き る。

問 題 解 決 は① 問 題 分 析 と解 決 策 の創 造 、 ② 意 思 決 定 、③ 行 動 の 三 つ の プ ロ セ ス に

分 解 で き る。

この プ ロ セ ス に従 い必 要 な能 力 を考 察 す る と、 問 題 分 析 と解 決 策 の 創 造 に お い て

は 、Analysis(分 析 力)とCreativity(創 造 力)、 意 思 決 定 に お い て はPlanning(計

画 力)とPresentation(提 案 力)、 そ して 最 後 の 行 動 は ま さ し くAction(行 動 力)の

5つ の 能 力 とな る。 こ れ らの5つ の 能 力 を 問 題 解 決 プ ロ セ ス に お い て 求 め られ るサ

ブ ・コ ン ピ テ ン シー と位 置付 け る 。

しか し、 こ の5つ の サ ブ ・コ ン ピテ ンシ ー だ け で 問 題 が 解 決 す る わ け で は な い 。

こ れ ら の 能 力 を 発 揮 す る た め に はCommunication:意 思 疎 通 能 力 、Logical

Thinking:論 理 的 思 考 能 力 、Leadership:統 率 力 、Teamwork:協 働 能 力 、Social

Responsibility:社 会 的 責 任 の5つ の 基 礎 的 能 力 が 必 要 と考 え る 。

問 題 解 決 プ ロ セ ス に お け る5つ の サ ブ ・コ ン ピ テ ン シー と そ れ らの 能 力 を 効 果 的

に発 揮 す る基 盤 と して の5つ の 基 礎 的 能 力 の マ トリ ク ス を 示 した もの がFigure5で

あ る が 、 其 々 の コ ン ピテ ン シ ー は他 の コ ン ピテ ン シ ー との 相 乗 効 果 に よ っ て バ ラ ン

ス の取 れ た総 合 的 な能 力 を発 揮 す る こ とが 可 能 と な る の で あ る。

③ サ ブ ・コ ン ピテ ンシ ー の 定 義

次 に、 コ ン ピテ ンシ ー の 定 義 を 明確 に しな け れ ば な らな い 。 多 くの 場 合 、 コ ン ピ

テ ン シー 、 及 び サ ブ ・コ ン ピ テ ン シー につ い て の 概 念 の解 釈 は各 個 人 に よ っ て 異 な

る。 そ の よ うな 状 態 で は 大 学 と して 共 通 の認 識 に立 っ た 能 力 開発 を 行 う こ とは 難 し

い0

10の サブ ・コンピテンシーの定義づけ した案がFigure6で ある。 この定義(案)

をたたき台 としてFDを 開催 して議論 してい くことを提案する。そのプロセスを通

じてそれぞれの定義が浸透しコンセンサスを得 ることができるであろう。 このよう
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Figure6コ ン ピテ ンシー の定義(案)

にしてコンピテンシー ・ディフィニションが決 まれば、次のプロセスである目標 レ

ベルやクライテリアの設定に移ることができる。

④ サブ ・コンピテンシーの位置付け

前述のとお り、問題解決能力を構成する10の サブ ・コンピテンシーは、問題解決

プロセスを構成する5つ のコンピテンシー と、全てのプロセスに必要なッールとし

ての基礎的な5つ のコンピテンシーの二つに分類することがで きる。この問題解決

プロセスコンピテンシーと基礎的コンピテンシーのマ トリクス表がFigure5で ある。

マ トリクスの各セルには関係の強 さを示す記号だけが記述されている。この関係

を精査 し、基礎的なコンピテンシーが問題解決のプロセスでどのような役割があ り、

それに相応 しいツールや事例等の研究 を積み重ねていかなければならない。これは

後述するコンピテンシーFDの 重要な役割 となる。

● 本格的OCDの 構築と教育メソッドの共有

次に、 コンピテンシー ・ディフィニションに基づ き、コンピテンシー開発の 目的、目

標(達 成 レベル)、 能力開発 ッール、 クライテリア等 をまとめた本格的OCDを 構築 し教

育メソッ ドを全教員が共有できるようにする。末尾のExhibitAは 、ロジカルシンキン

グを例 としたものであり、ExhibitBは ロジカルシンキングのツール としての演繹法 に

関するOCD(案)の 一部である。

この、OCD原 案作成にはプロジェク トチームの組成が必要である。プロジェク ト

チームが作成 した原案 を基に、FDを 開催 し修正加筆 して最初のOCDが 完成 されること

が望ましい。完成 したOCDは 全教職員に配布 され、OCDは 大学における全ての能力開

発のバ イブルとも言 うべ きディクショナリーとなる。このOCDは 教員が授業に能力開

発手法を取 り入れる際の手引 き書として重要な役割を果たす。
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更 に はOCDの 出 版 も考 慮 に入 れ て お くべ き で あ る。 こ れ まで に こ の よ う な 本 格 的 な

能 力 開 発 全 般 の 手 引 書 は例 を見 な い もの で あ り、OCDを 出 版 す る こ とに よ り能 力 開 発

型 授 業 へ の 転 換 を探 って い る 大 学 に対 して 大 きな 一 助 と な る で あ ろ う。

● コ ン ピ テ ン シ ー別FD(FacultyDevelopmentbySeparateCompetency)に よ る

OCD開 発

OCDは 構 築 した 時 点 が ス タ ー トで あ り、 そ れ ぞ れ の コ ン ピ テ ン シ ー を高 め る技 法 の

開 発 が 半 永 久 的 に な され な け れ ば な らな い 。 そ の た め に、 各 サ ブ ・コ ン ピ テ ン シー 別 の

FD(以 下C-FD)を 設 置 し能 力 開 発 技 法 を開 発 して い くこ と を提 案 す る 。

C-FDの 案 と して は、 統 合 的 に 開 発 す べ き い くつ か の サ ブ ・コ ン ピ テ ン シ ー を組 み 合

わ せ て全 学FDの 下 に6つ のFDを 設 置 す る 。 統 合 す るサ ブ ・コ ン ピ テ ンシ ー は 問題 解 決

の 第 一 プ ロ セ ス で あ る ①Analysis&Creativity、 第 二 の プ ロ セ ス で あ る②Planning&

Presentation、 基 礎 的 コ ン ピ テ ン シ ー で あ る③Leadership&Teamwork及 び ④Action&

SocialResponsibilityで あ る。 統 合 の理 由 は こ れ らの 能 力 開発 は 同 じあ る い は類 似 の 教 育

手 法 や ツー ルが 使 わ れ る こ とが 多 く一緒 に 開発 す る こ とが 有 効 で あ る と考 え る か らで あ

る。 例 え ば 、 ブ レ イ ン ス トー ミ ン グ 、KJ法 あ る い は マ イ ン ドマ ップ な どの 手 法 は 問 題

の 分 析 に も問 題 解 決 案 の 創 造 に も使 わ れ 、 パ ワ ー ポ イ ン ト資料 の 作 成 は プ ラ ンニ ン グ も

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン に も使 わ れ る。 同様 に リ ー ダー シ ップ は チ ー ム ワ ー ク をベ ー ス と し

て お り、切 っ て も切 り離 せ な い 関 係 に あ る。

C-FDは 能 力 開 発 の 手 法 を絶 えず 進 化 させ る 役 割 を持 つ 。 このC-FDを 通 じて 成 功 ・失

敗 事 例 を検 証 し能 力 開 発 手 法 を改 善 ・発 展 させ る こ と に よ り、OCDを 進 化 ・発 展 させ

て い くLearningOrganizationの 構 築 を 目指 す もの で あ る。

●PBL(ProblembasedLearning)メ ソ ッ ドの 導 入 と展 開

問 題 解 決 を能 力 開 発 の キ ー コ ン セ プ トとす る こ とが 決 ま れ ば 、 そ の 開 発 の た め の キ ー

メ ソ ッ ドと してPBLを 導 入 す る こ と は最 適 の 選 択 と な る で あ ろ う。PBLメ ソ ッ ドは こ れ

まで 日本 で は、 一 部 の 医 学 系 大 学 等 で取 り入 れ られ て い る だ け と の認 識 が 強 い が 、 例 え

ば米 国 のMBAで 行 わ れ て い る ケ ー ス メ ソ ッ ド もPBL型 授 業 で あ り既 に 大 学 院 レベ ル で

は多 く取 り入 れ られ て い る。 同様 にPBLと 称 して は い な くて も課 題 につ い て 調 査 分 析 し

解 決 策 を考 え デ ィス カ ッシ ョ ン を通 じて 相 互 啓 発 す る とい うプ ロ グ ラ ム は 既 に 一一部 の 授

業 で は取 り入 れ られ て い る。

PBLメ ソ ッ ドは 人 文 科 学 、 自然 科 学 、 社 会 科 学 を 問 わ ず あ らゆ る分 野 の 学 問 に取 り入

れ る こ とが で きる 。 科 学 は 自然 や 社 会 の 問 題(課 題)を 先 達 の 知 恵 と 自 らの 実 験 や 観 察

な どに よ っ て生 み 出 され る智 恵 に よ っ て 解 き 明 か して い くプ ロセ ス で あ り、 こ れ は ま さ

にPBLの プ ロセ ス と符 合 す る の で あ る。

しか し、PBLメ ソ ッ ドの 本 格 的 導 入 は 容 易 で は な い 。 大 手 前 大 学 はC-PLATSとOCD
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をベースにすることによりPBL授 業の本格的導入の環境が整 うことになる。最初に演習

型必修科 目に導入 し、多 くの教員がその共通メソッドを共有 し、C-FDな どを通 してそ

れぞれの専門科 目へ取 り入れるという二段階型の導入が望ましいと考える。

● セミナー(演 習)型 必修科目への導入

セ ミナー型必修科 目にPBL授 業を導入するには、まず演習型必修科 目の体系を再構築

する必要がある。4年 間のセミナー型授業科 目を必修とし、1、2年 次 を基礎的なセ ミ

ナー型授業とし、3年 次、4年 次のセ ミナー型授業の基本的メソッ ドを学ぶ基礎的セ ミ

ナーと位置付 ける。

この1、2年 次の基礎的セミナー型必修科 目において大手前大学のリベラルアーツの

基礎的能力 を養成 し、3年 次以降自主的な演習や論文執筆ができる能力 を養成するため

のもの とすることを提案する。具体的な実施内容 としては以下の通 りである。

》 クラスは1ク ラス20名 前後の小クラスとする。

》 各担当教員は、自分の専門分野における問題(課 題)を い くつか挙げる。

》 学生は興味を持 った課題のクラスの希望を1か ら5ま で選択 し、クラス分けを行

う。

》 授業の進行は全体で統一 して行 う。(問 題分析、解決案の創造、ディスカッショ

ン、実施計画書の作成、プレゼ ンテーションというプロセスの統一)

》15回 の授業の内3～4回 は統一授業 を開催 し、問題解決 に必要な論理的思考、コ

ミュニケーション、 ファシリテーション、PIγrコンテ ンツ作成などのメソッドに

ついての講義 を行う。

この基礎的セミナーの実施は教員がPBLメ ソッドのノウハウを吸収する機会ともな り、

次のステップである専門科 目への導入がスムーズ となる。

● 専門科目への展開

基礎的セ ミナーでPBLメ ソッドのノウハ ウを習得 した教員は専門科目においてPBLメ

ソッ ドを使った授業への転換をはかる。

全ての授業にPBLが 浸透すれば、各科 目において課題が出されるようにな り授業の予

習が行われるようになる。課題に対する予習は自ら論理的に考え、調査分析する能力、

計画性、創造力等を高めることを促進する。また、課題の発表やディスカッションを通

じてコミュニケーション、論理性、行動力、リーダーシップ、チームワーク等の能力が

高まる。

授業シラバスのフォーマ ットを変更 し、知識だけではなく能力を開発することを明記

するC-PLATSシ ラバスに変更する。開発する能力 とそのメソッドを全ての授業回におい

て記述するもの とし、演習授業 と課題制作の授業形態を行 う場合にその能力開発の概要

を記載する。(講 義授業は知識のみの授業である。)こ のシラバスに変更することにより、
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学生は個 々の授業によってどのような知識を得、能力を開発できるかを知った上で履修

することがで きる。

また、内部 ・外部評価者はこのシラバス とOCDに よって各授業の能力開発の 目的や

クライテリアが明確 になるので、評価が容易 となる。このC-PLATSシ ラバスは全ての教

員、学生、外部評価者等が閲覧で き、知識偏重型授業を減少 させ能力開発型授業へ移行

することを促進する効果がある。全ての授業のシラバスを公開することによりその効果

は更に高まるであろう。

8.お わ りに

グローバルに活躍で きる高い問題解決能力を持った人材の養成こそ社会が求める人材

像であ り、大学に社会が求める教育である。本提案の能力開発進化モデル(案)はC-

PLATS・OCDを 更 に進化 させ、今後 も継続的に進化 し続ける組織の構築を目指す もの

である。この新C-PLATSこ そがリベラルアーツの基盤となるものであ り、社会が要請す

る高い問題解決能力をもった学生を養成することを可能にするものであると確信する。

そ して、その中心メソッドであるPBLは 問題解決能力を開発すると同時に自己学習能

力を高めるものであ り、本提案はまさに大手前大学の建学の精神であるStudyforLifeへ

の道を目指す ものである。
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